
十島村立 ６月の生活目標

中之島小・中学校 小学校：安全に気を付けて生活しよう。
令和２年５月２２日 中学校：落ち着いた学校生活を送ろう。

５月９日（土）に，子ども会総会がありました。総会では，

昨年に引き続き２年生の田中流桜さんが子ども会の会長とし

て話し合いを進めてくれました。今年は，コロナウイルス感

染拡大防止のため実施できない行事もありますが，子ども会

を通してみんなが仲良くなれるようがんばってください。

今年も鹿児島市の田知行

義久さんからカーネーショ

ンが届きました。船の関係

で1日遅れとなってしまい

ましたが，月曜日に子ども

たちに持ち帰らせ，保護者

に贈らせていただきました。

田知行さん，毎年本当にありがとうございます。

また，諏訪之瀬島の看護師の伊

東千香子さんから手作りのマスク

を一人２枚ずつ頂きました。マス

クが貴重な時期に，本当にありが

とうございました。

５月１１日（月）に楠木地区の

関勝盛さんがご逝去されました。

関さんは，中之島小・中学校の児

児・生徒のためにビワの栽培体験

を始め様々な面においてご協力を

いただきました。

ご生前のご厚情に深く感謝すると共に，ご功績を偲び，

謹んでご冥福をお祈り申しあげます。

子ども会総会

ありがとう！カーネーション＆マスク

関勝盛さん，本当にありがとうございました。

学校だよりアカヒゲ
話は変わって，本校に赴任して２ヶ月を迎えようとしていま

す。これまでに，児童・生徒とのふれあいをとおして感心する

場面がいくつも見受けられました。その一つが挨拶です。毎朝

行っている登校の見守りの際，「おはようございます。」と立ち

止まって元気な挨拶をしてくれます。下校時も，「さようなら。」

と丁寧な会釈をしてくれます。学校休業中の給食登校の際は，

わざわざ職員室や校長室を訪問して「こんにちは。」と挨拶を

していく姿も見られました。本校が重点指導として取り組んで

いる「３つの『あ』」の一つである挨拶がよく身に付いている

なぁと感じます。先月号でも書きましたが，挨拶は心の扉への

ノックであり，心を和ませる不思議な力をもっています。子ど

もの頃に身に付けた習慣は，当然のことととして人格の形成に

よい影響を与えると思います。これまでの家庭や地域のご協力

のお陰と感謝する次第です。

スケッチ大会を５月７日(木)

に実施しました。今年も事前に

アンケートをとって描く場所を

写真に撮りました。写真をもと

にしたり、実際に出かけて構図

の確認を行ったりしながらみん

な一生懸命に絵を描きました。

また，お昼は，給食調理員さんが準備してくださったお弁当

をいただきました。今年は，３密を避けるために各教室でのお

弁当になりましたが，普段とは違う給食にみんな大満足でした。

５月１４日(木)に，不審者と遭遇した際の対応について，訓

練を行いました。不審者に声をかけられても，みんな「いかの

おすし」を守って無事逃げることができました。

また，駐在所長の大野さんには，不審者に出会ったときの対

応について，ご指導いただきまし

た。

島内では，地域の皆様の温かい

見守りで，子どもたちも安心して

生活ができています。これからも

子どもたちの見守りを，よろしく

お願いします。

スケッチ大会＆お弁当給食

避難訓練（不審者対応訓練）

６月の主な行事

６月 ２日(火) 集金日（給食費）
６月 ８日(月) 教育相談期間（～１２日）
６月１３日(土) 土曜授業３，避難訓練（水害）

子ども会（バドミントン大会）
６月１８日(木) 地域限定ふれあい給食会
６月２０日(土) 算数・数学検定
６月２６日(金) 中学校期末テスト（～３０日）

校長 前原 貴士

梅雨の季節を迎え，雨天日が多く湿気の高い今日この頃，

お元気でお過ごしでしょうか。

新型コロナウィルス感染拡大により全国に非常事態宣言

が発表され，年度末に続き大型連休を含む４月２２日(水)

～５月６日(水)が，再び学校休業となりました。児童・生

徒に対しまして，保護者の方には自宅待機への対応，地域

の方には安全の見守り等にご協力をいただきましたことを

心から感謝申し上げます。本県は，非常事態宣言対象地域

から除外されましたが，第２波の到来が懸念されておりま

す。引き続き，３密の防止やマスク着用，手洗い・うがい

の励行等，お互いに感染防止に取り組んでまいりましょう。

さて，本校では平成２７年から食育の充

実を目的に，「タケノコとり」を行っており

ます。活動自体は，給食において島内で収

穫できる（地産地消）食材やより安心・安

全な食材を児童・生徒に届けたいという趣

旨で，一部の保護者や学校関係者がコテイ

山付近で収穫を始めたことがきっかけだったそうです。収

穫したタケノコは，これまでにみそ汁・煮物・マーボー豆

腐・チンジャオロース・炊き込みご飯等，多種多様な給食

の献立に贅沢に活用されてきました。また，長期保存が可

能な食材であり，真空状態で冷凍すると数年間は使えるそ

うです。児童・生徒が自然の恵みに感謝するとともに，美

味しい旬の物を年間を通して味わえる良さがあり，合わせ

て自分たちで収穫することによって給食費の予算が軽減さ

れ，その分の費用を他の食材の購入に充てることができる

という利点もあります。なお，今年度からこの行事はＰＴ

Ａ活動の一貫として取り組むことになりました。山のこと

をよくご存知の地元の保護者の方々が先導してくださるこ

とで，短時間に多くの収穫ができるのではないかと期待し

ております。実施日は，５月２３日（土）の２時間程度を

予定しております。（収穫後は，当日の内に給食調理員の方

々がボランティアで保存処理をされます。）詳しくは，ＰＴ

Ａ正会員（保護者）向けの文書を配布いたしましたので，

ご一読ください。額に汗する体験とおして絆を深めるよい

機会ですので，多くの方々のご参加をお待ちしております。

タケノコ，にょっきり！


